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 札幌気象業務が、明治９年９月１日に開始され、本日、１５０年の節目を迎え、「札幌

気象業務１５０周年式典」が、多くの皆様のご出席のもと、盛大に開催されますこと、 

心からお祝い申し上げます。 

 札幌管区気象台をはじめ気象関係者の皆様には、長きにわたり、広大で多様な本道の

地域特性に合わせた観測、予報、防災気象情報の提供はもとより、地域防災力の向上や災

害対応にご尽力いただき、道民の皆様の安全・安心、そして、本道の発展を支えていただ

いていることに深く敬意を表します。 

 また、これまでの長年のご功績により、本日、表彰を受けられた皆様に、心よりお祝い

申し上げます。 

 日本の国土の２２％を占める広大な北海道は、四季折々の豊かな自然に恵まれる一方

で、豪雪、大雨、地震、津波、火山現象など、さまざまな自然災害と向き合ってきました。 

 明治９年に始まった札幌での気象業務は、北海道の発展の歴史と共に歩みを重ねてこ

られ、提供されている気象情報は、道民の命や暮らし、農業や漁業などの経済活動を支え

る、重要な社会基盤となっています。 

 近年は、気候変動の影響などにより、本道でも、昨年初めて線状降水帯が発生し、先週

は釧路管内など、全道各地で局地的な集中豪雨が多発しました。 

また、冬期間における災害級の大雪、北海道・三陸沖後発地震注意情報の発表など、自

然災害が激甚化・頻発化している中、本年５月には、新防災気象情報の運用が開始され、

札幌管区気象台をはじめ、気象業務に携わる皆様の重要性は、一層高まっています。 

 道としては、今後とも、皆様との連携を一層強化し、道民の皆様の命と暮らしを守るこ

とを最優先に、危機管理の意識を高めながら、防災・減災対策に取り組み、災害に強く、

安全で安心して暮らせる北海道づくりを進めてまいります。 

 また、首都中枢機能の代替や多極分散型経済圏形成の中核となる「副首都」として北海

道は適地であり、実現に向けた検討、準備を加速していきますので、皆様のご理解とご協

力を賜るようお願いします。 

 結びに、札幌管区気象台が業務開始１５０周年を契機にさらなる発展を遂げられるこ

とを願うとともに、ご列席の皆様のご健勝を心から祈念し、お祝いの言葉と致します。 

 

 

                     令和８年９月１日 

  北海道知事 鈴木 直道 


